
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日 本家政 学会 誌 　Voi．56　No．　 r　l　797− 805 （2005）

1830年代に お け る ノournal 　des　Dames　et 　des　Modes の

　　　　　　　　　　　編集 とメ デ ィ ア機能

大 澤　香 奈 子 ， 木　岡　悦 　子
＊

（名古屋女了
一
大学家政学部，

堵

甲南女子 大学 名誉教授｝

原稿受付平成 17年 4 月 4 日 ；原稿受理 平成 17年 10月 1 日

The 　RQIes　of 　Editing　and 　the　Media　in／ournal 　des　Dames 　et 　des　Modes 　in　the　1830s

Kanako 　OHsAwA　and 　Etsuko　KIoKκ

Facu ’り， ‘〜プH （）me 　Economi（，’s，／》αgoy α　Women 　3 〔ノnive 厂sity，ム勉goy α 467−86／0

　　
＊
Eme 厂itUs　P厂ofessor 　qf　K θ nan 　”iomen 　ls［ノniVersity，　Kobe　658−0001

　In　this　research ，　we 　studied 　issues　of 　the　l830s
’
mode 　magazine ／ournat 　des　（）antes 　ef 　des　Modes 　as （〕ur

source 　of 　material 　and ．　from　the　transition　of 　lts　appearance 　and 　editing ，　discussed　the　effect　of 　the
media 　on　this　magazine ，　We 　analyzed 　both　fashion　plates　and 　p且aced 　articles，　paying　particular　atten −
tion　to

“
mod ゼ articles，　Looking　at 　its　contents 　and 　the 　transition　of 　its　volume 　year　by　year，　we 　tried

to 丘nd 　out 　the　ptace 　of
馳
mod ビ in　the　magazine ．　The 　magazine 　renewed 　its　cover 　design　in　1835，　alld

changed 　the 　allocation　of
嶋
mode

”
articles．　Although　this　magazine 　carried 　articles　on 　various 　fields，　in−

cluding 　events 　held　by　the　polite　society ，　life−rdated 　matters ，　sIage 　art＄ ユiterature，　etc．，　comment 　on
current 　trends 　and 　articLes　abou ビ mode

隔
occupied 　the 　highest　rati （＞of　pages，　enabling 　us　to　recognize

the 　importance　of
齢
mode

”
and 　commentary 　on　it．　We 　were 　also 　able　to　recognize 　that　this　magazine

was 　a　source 　of　acquiring 　practical　knowledge　abou 〔 social　life　of　the　time ．　On 　the　other 　hand，　a　look
at　the　closing 　issues　of　the　magazine 　revealed 　a　new 　trend 　in　the　relatianship 　between　the　magazine
and 　the　media 　jn　those　days，　including　ceo ρeration 　with 　other 　companies ．

　　　　　　　　　　　　　 lReceived　April　4．2005：Accepred　in　revised 　form　October　l，2005）
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　 1．緒　　言

　技術革新 に よ る印刷法の 改良等か ら出版業界が大 き

く発展 した 1830年頃，情報や思 潮 の 中心 的媒 体 と し

て ，雑誌 メ デ ィ ア は 当時の 社 会と大 きくかかわ る存在

で あ っ た と 思 われる．こ の こ とは 「一ヒ月革命の 口 火 を

切 っ た の は 『ナ シ ョ ナ ル 紙』に集結 したジ ャ
ー

ナ リス

トた ちで あ る．」
ll

とい われ た こ とか らも窺える．

　著者ら は 既 に モ
ー

ド誌 『ジ ュ ル ナ ル ・デ ・
ダム ・エ

・

デ ・モ
ー

ド』 ノournal 　des　Dames　et　des　Mode5 （以 下

JDM ）の 1830年か ら 1832年刊行分 を資料 と して ，

産業革命と市民革命等に よ る 社会転換期を背景 とする

ロ マ ン ・ス タ イ ル と当時 の 女性 像に つ い て考察 した
！

．

本報 で は，さ ら に 1833年以 降 か ら終刊直前の 1838午
12 月まで の 資料 を加 え，1830年代の JDM の 体裁 と

編集 の 推移か ら，情報発 信の 中心 的媒体 と し て の 本 誌

の メ デ ィ ア機能 の 効 果を検討 した．こ れ につ い ては，
フ ァ ッ シ ョ ン プ レ

ー
トと掲載記事 の 双方 か ら の 解析 を

試み た．中で も創刊以 来 ， 掲載が継続 さ れ た MODES

（以 卜
．
「モ

ー
ド」 とす る ）の 項 に着 目 し，そ の 内容や

体裁の 年次 的推移 か ら雑誌 メ デ ィ ア として の JDM が

果た した役割に つ い て 考察 した。

　な お ，本分析 は前報同様，甲南女子大学 図書館が 所

蔵す る JDM の うち，1830年か ら 1838年に刊 行され

た計 648号分に つ い て行 っ た．

　2．編集 ス タ イ ル の 推移 と 「モ
ード」の 位 置づ け

　19 世紀モ ー ド誌 にお い て は，社交界や巷 の 流行 の

動向を伝 える 時評欄が盛 り込 まれ た もの が多い ．『ラ ・
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シ ル フ ィ
ー ド』に は 「パ リ だ よ り」Lettres　parisiennes，

「ヴ ォ ル ール 』に は バ ル ザ ッ クが担当 した 「パ リの 手

紙」Lettres　su 厂 Paris とい う時評欄が あ る．　 JDM の ラ

イバ ル 誌 と目され る 『ラ ・モ
ー

ド』には，「淑女通信」

と題さ れ た コ ラ ム が あ り，パ リ の 上 流 人士 の 動向や 生

活につ い て の 情報が発信 され る
IS

とい われ て い る ．さ

て ，本誌 JDM で は，1797年の 創刊当初 から 「モ ー
ド」

が設 け られ て い る．そ こ で は 巷の 装 い の批評 や噂話や

〔回数｝

ロ A ：1〆16 以 下

口 C ：1／8〜1／4

2B ：レ16〜1／8

圏 D ：レ4 以 上
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　図 1．「モ ー
ド」が 誌面 に 占め る割合の 年別推移

様 々 な流行が ま と め ら れ ，連載 され て い る ，本誌 タ イ

トル とする Joumal　des　dames 　et　des　modes の modes と

は，生活様式 などの 慣習或い は生活の 様相をも含む広

義な もの で，それ ら は 上流階層者の 生活に 焦点をあて

た もの で あ ろ うと考え る ．こ れ に 対 し，リア ル タ イ ム

の ニ ュ
ース を盛 り込ん だ連載記事 「モ

ー
ド」は，狭義

な意味 として 用 い られ て い る とい え る．著者 ら は こ の

「モ ー ド」 を本誌時評欄 と して 取 りあげ，そ の 「モ
ー

ド」 に みる編集の 特徴に つ い て ，以下 に検討 を試み た．

　「モ ー ド」の 項は創刊か ら 1835年ま で は常 に ラ ス ト

ニ ュ
ー

ス として扱わ れて い た が ，1835年か らはそ れ

が ト ッ プ に 配置 さ れ て い る ．また，「モ
ー

ド」 が 各号

の 誌面 に 占 め る割合に つ い て
， 1830年代 を通 して そ

の 推移 をみ る と，1835年 に 至 る まで は増加 の
一

途 を

た ど り，1834年に は増加 の ピー
クが み ら れ る 〔図 1）．

こ の ±曽加傾向 と 1835年 の 配 置の 変 更 は ど の よ うな理

由 に よる もの で あ ろ うか ．そ の こ とに つ い て検討を加

え る と，「モ
ー

ド」の配置が変更 された 1835年の 編集

で は，まず表紙 の
一

新が あげら れ る ．表紙の 装飾文字

は こ れ まで に も多少変更 があ っ たが ，こ の 年は ，それ

ま で の 装飾文字 の み の レ イ ア ウ ト （図 2） か ら版 画絵

を入れた レ イア ウ ト （図 3）へ と一新 され，1835年，

創刊以 来初め て挿絵入 り表紙が登場 した の であ る ，ま

た ，こ の 頃 に は 記事の担当者の サ イ ン が記 され る よう

に な っ た こ ともあげられ る．1834年の 60号の トッ プ

図 2，装飾文字を レ イ ア ウ トした表紙 （1831）

甲南女 了
・
大学図書館蔵．

図 3．版画絵 を レ イ ア ウ トした表紙 （1835）

甲南女子大学図書館蔵．
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表 Ll モ
ー

ド」の 項に み ら れ る サ イ ン

号数 且呂35 1836 1837 1838
1 SARAH 　DALTON M M
2 M M
3 EDW 乱 RD M M

欄 DALTONSARAH 　DALTON M M
5 跚 AH 　DALTONSAR へ且 DALT て）N M M

5SARAH 　DALTONSARAH 　DALTON M M
7SARAH 　D 　 Tく〕N   DALTON M
89SAR 武H　D 　 TOMS 　 　 　 DALTgN M

EDW 岨 D EDWARD M M
LO SARAH 　DALTON M M

LlSARAH 　DA亅」TONSARAH 　DALTON M

23正　　
−

SARAH 　DALTONSARAHDALTON M ． M

SA   DALTON 湘 DALT   N M M
14C6c 皿edeNELGlSS ハ RAH 　DALTON M
15EDWARD EDWARD M M
6【「
1SAR 八H　DALTONSARAH 　DAI 」TON M

SARAH 　D　 T〔｝NSARAH 　DALTON M

SARAH 　DALTONSAR 貞H　DALTON M
1S 儡 川 DALTONSARAH 　DALT 竃）丼 M M

20SARA 闢 DALTONSARAH 　DALTON M M
21 ε DWARD EDWARD M M
22S 跳RAH 　DALTONS 　　 HDALTON M ． M
3422SARAH 　DALTON　　　−一一一

SARAH 　D　 TQNSARAH

　DALTON　　　　．一一一
M

　　　 M．． 一一
　 　 　 M

25SARAH 　D八 LTON M M M
SARAH　D　 TON M M

7EDWARD M M M

25SARAH 　DκLTON M M
SARAH　D　 TQN M M

30SAR へH　D 　 TON M M
318ARAH 　D 　 TON M M M
32SARAH 　D創LTON M ． M M
33EDWARD M M M

S  DALTON 躍 M

SARAH 　DALT て）N M M5　
53
　
3   A 且 DALTQN M M M
3了 SARAH 　DALTON M M

躙 DALTON M M M　臼

39EDWARD M M M

SARAH 　D乢 TON M、 M M

4： SARAH 　DALTON M M M
42SARAH 　DALTON M M M

臟 AH　DALTON M M M
SARAH 　D　 TON M M M

45EDWARD M M M
46S へ RAH 　DALTON M M M
73ARAH 　D　 TON M M M

48 冒ARAH 　DALTON M M M

9SARAH 　D　 TON M M M
S鋤 HDALTDN M M M

51 £ DWARD M M
52SARAH 　DALTON M M M
53S 八 RA 門 DAL ¶ 〕N M M
54S 汽 RAH 　DALTON M ． M M

  DAImN M M M 貞ぶ i5　DEL ．EHNAY565　
5S 岨 AH 　DALTgN M M
57EDWARD M M

SARAH 　D　 TON M M M
59S 点 RAH 　DALTON M M M
εoSARAH 　DALTON M M M
61SARAH 　DALTON M M M
62SARAH 　DALTON M M M

63 國DWARD M M
64SARAH 　DALTON M M

D 　 TON M M M
65SA 且 AH 　DALTON M M M
57S 乱 RAH 　DALTON M M M

SARAH 　D　LTON M M
6 M M

70SARAH 　O　 T　N M M
7SAR △ H　D 　 TON M M

72SARAH 　D△LTON M M

記事 「パ リの 公 園」 に お い て ，初め て Mtle　C ．　R．と い

うイ ニ シ ャ ル で の サ イ ン が み られ る． こ の 60 号の

「パ リの 公園」は前々号 58号に掲載された 「パ リの 公

園」 に 続 く後半 で あ る と記 され て い る こ とか ら，サ イ

ン が認め られ なか っ た 58号の 「パ リの 公園」 もMtle

CR ．の 手 に よ る もの と推 察 で きる ． こ の 後 は ，全 て

の トピ ッ ク に サ イ ンが み られ る わ けで は な い が，担 当

者 の サ イ ン が明記 され る傾 向が見受け ら れ る ，「モ ー

ド」 記事 担 当 者 に お い て も 1835年 4 号 に Sarah

Dalton の サ イ ン が 記 され て い る ．こ の 年 の 「モ ー ド」

の ほ とん どは こ の 人物に よ っ て綴 られて い る．それ以

後の 「モ
ー

ド」 に は，Sa　rah ，　 Edward ，　 Clecile　de　Nelgi

s，Marie 　de　L’Epina．y の サ イ ン と，　 M とだけ記 され た

表 2．Joumat　des　dames　et　des　modes に み ら れ る 記 事

　 　 　 　　 　 　 　担当者 の サ イ ン

寧，鄲 ：同 マ ークを付けたザイン は 同　 人物 と思われ る

もの が あるが ，1836年 5 月以降 の 「モ
ー

ド1 担 当者

として は M の みが み られ る （表 1）．

　本誌記事 の 主 な執筆者 と して は 7 名があ げられ る ．

そ の他に ロ ジ ェ
・ド・ボ

ー
ヴ ォ ワール ，バ ル ザ ッ ク，

シ ャ トーブ リ ア ン と い っ た 作家 ，文 化 人 を 含む多数 の

名前もみ られ る （表 2）．中で も ロ ジ ェ
・ド ・ボ ー

ヴ ォ

ワ ール は 『ラ ・
モ
ー ド』や 『ラ ・シ ル フ ィ

ー
ド』等多

数の モ
ー

ド誌の時評欄を担当してい る．「ラ ・シル フ ィ
ー

ド』 の 時評 「パ リだ よ り」の 掲載に 当た っ て ，編集者

ヴ ィ ル メ ッ サ ン に ，「彼の 協力な しに フ ァ ッ シ ョ ナブ

ル な新聞を作る など想像 もで きな い 劃 と言わ しめ た

彼 とは ，すな わ ち ロ ジ ェ
・ド ・ボ

ー
ヴ ォ ワ

ー
ル なの で
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表 3．分類項 目と トピ ッ ク

分 類項 目 トピ ノク 分類項 目 トピ ッ ク

告知広告

案内

広告
豪

死 亡告知
粥

正誤 表

時評

モ ード
簸

コラム
巣

通信
蝦

社交界・催事

オ ペ ラ座仮面 獅踏会

オ ペ ラ座舞踏会

最近訪れたサ ロ ン

シャン セ
’
リセ
’
のコンサ

ー
ト

昼の 舞踏会

舞踏 会

舞踏会の 様子

舞踏会への 招待

夜 会 のための 指南

ラ フ ィットホ テ ル とコンサート
卩ン シ ヤ ン

ロン ド

　 已tc

舞胄芸 術

あるバ レエダン サ
ー

ヴ才
一ドヴィル 劇場

オ ペ ラ座

コ メディ
ー

フ ラ ン セ
ー

ズ

ジ ム ナ
ーズ 座 の ミュージカ ル

タリオ
ー二の 再登場

テ ア トル
煕

テ アトル ・ド・マ ダム

ドラマテ ィック座 の 夜公 演

バ ヤデ
ー

ル のタイトル ロール

パ レ ロ ワイヤ ル 劇場

ベ ル ゴ レ ージの ス タ
ーバ ト

レ ビ ュー・デ ・テア トル
区

レビ ュー・ドラマチ ッ ク
崇

卩ッ シ
ー二とメイエベ ル

．etc

文 芸

哀歌

雑 録

詩 〔各題 省略 1

叙事詩

新刊案内

即 興詩 人

ソネ ット

ミス テリーと7 アン クジー
リテラチ ュール

羆

社会問題・生活

イタリア モ
ー

ド

気球船

クリスマ ス の 贈り物

競馬

現 代 の 消 灯時 間

コル セ ッ トとジ ゴ袖

産 業博 覧会

ナポ リシ ル クの プリント生 地

葉 巻の権 力

パ リジェン ヌ の 習慣

パ リジヤ ン の 喫煙

バ リの 公 園

ブ キ ニス ト

プロヴ ア ンスの情 景

店 の 細介
崇

．e［じ

その 他

ある女 性の 手 紙

格 言
柬

語 源解 説

占代卩
一一

マ 将軍カ ミル ス

死 の 前 日

聖 ベ ルナ ル ド山

マダ ム ・マリブ ラ／の レ ク イエム

名 誉回 箆

有名な 二人

予約購読者

．．e電C

※ r複数回 掲載 があったもの

あ る．そ の 彼が 1836年 に は JDM に 記事 を 3 回 寄せ

て い る．例 えば 40 号 の 「で んぷ ん糊 の 発見」 で は

「ル ・シ エ
ー

ク ル 』の 記事 を引用 し て い る もの の ，4

頁余 りの 記事を寄せ て い る こ とは，当時必要とされた

情報で あ っ た と考え られ る ．そこ で は，で ん ぷ ん 糊の

発見 の 地 フ ラ ン ドル と記 され，エ リザ ベ ス 1世の 肖像

に倣 っ た巨大な コ ル レ ッ トに利用された こ とが ，当時

の 政治的背景 を絡め て 説明され て い る，コ ル レ ッ トの

整形に お い て ，そ れ ま で の針金 に代わ っ て使用 され た

糊 の 効果が興味あ る トピ ッ ク とな っ た と思われる．ま

た ，市場に 出回 る モ ス リ ン や薄織木綿 を使 っ た ボ リュ
ー

ム ある形状を保 つ た め に効果的 で ある糊 が関心 を惹い

た の で は な い だ ろ うか．こ の 他，彼 の 記事 として 服飾

品の 造形に つ い て 記 し た 48 号の 「フ ラ ン ス の 金銀細

工 の 歴 史」等がある．

　バ ル ザ ッ ク の JDM へ の 寄稿 は 1836年 に 集中 して

み られ ，「エ レ ガ ン トな男性 と流行 に の る男性 の 対

比」
5 ｝

が あげ られ る．そ こ に は エ レ ガ ン トな男性 の 条

件に つ い て ，知識 があ り友人 を持ち，身体 つ きは 優雅

で 名前は 優 雅 で 呼び やすい こ と等 と あ る．また，「ブ

ドワ
ー

ル の イ ン テ リ ア 」
ω

で は部屋の 形に始 ま り，家

具調度品，そ して プラ ン ター
の 花に 至 る まで ，具体的

で細や か に 解説 され て い る．例 えば，「部屋 は優雅な

曲線を描 い た 馬蹄形で ，本物の 東洋風寝椅子が備え ら

れ，そ れ に は 黒 と深紅色の小 さな房飾 りが 目立 っ て い

る ，床に は 赤い 布地が広げられ，そ の 上 に イ ン ドモ ス

リ ンが ひ か れ ，モ ス リ ン の 下 の 赤 い 布地が透け て ，ピ

ン ク色に な っ て み える，家具類は 白い カ シ ミヤ の 布で

覆われ ，黒 と深紅色の装飾で 引き立て られて い る．掛

け時計，大燭 台 は す べ て 白と 黒 の 大理石製 ，エ レ ガ ン

トなプラ ン ターに は様 々 な種類の バ ラ，白，赤の花が

あ る，」
6 ／

とある，部屋全体 の 白黒赤 の 調和 や イ ン テ リ

ア に つ い て ，と りわ け色彩に 印象付 けられ た様子や 生

活様式 と関心 度 が窺 える．バ ル ザ ッ ク は こ の 頃既 に

『あ ら皮 』， 『私生 活情 景』， 『風 流滑稽 譚』を出版 して

お り，加え て 『ラ ・モ ード」へ の 「優雅な生活論」の

寄稿等か ら知名度は 高 く，著名なジ ャ
ー

ナ リ ス トの
一

人 で あ っ た の で ある．他に ，本誌 に寄稿 して い る シ ャ

ト
ー

ブ リア ン は 「恋文」 を出 して い る．彼は高官 と し

て も世 に知ら れ て い る 人 物で ある ．こ の よ うに
， 当時

の 話題性 の 高 い 著名 人 の 記事が掲載 され て い る とい う

こ とは ，読者の 関心 を喚起する た め に力を入れ て意図

32 （800）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

1830年代 にお け る 丿oumal 　des　Dames 　et　des　Modes の 編 集 と メ デ ィ ア 機能

的 に 編 集され た もの と推察 され る，社会 的 に も認め ら

れた著名人の 起用は本誌の格式を も高め る こ とに 繋げ

た い と い う期待が よせ られ て い た と解す る．

　JDM は 1837年 57号か らタ イ トル が 「ジ ュ ル ナ ル ・

デ ・ダ
ー

ム ・エ ・デ ・モ ード，ガ ゼ ッ ト・デ ・サ ロ ン 』

に改め ら れ た ．こ れ は 「ガ ゼ ッ ト・デ ・サ ロ ン 』 と の

合併 に よ る もの で ある．合併後 の 1837年内は，誌 の

体裁は こ れ まで の JDM と大 きく変わ らなか っ たが ，

同年 71号 （12 月 25 日刊 行）以後，「モ
ー ド」 は 不規

則な配置 とな っ て い る．さ ら に 1838年か らはそれ ま

で の 8頁構成が ユ6頁構成 と な り，こ れ まで の 「モ
ー

ド」 は消 え，JDM の体裁 が失 わ れた．そ の 1 年余 り

後に 本誌は終刊 に至 っ て い る ，JDM に お ける 時評 と

して の 「モ ー ド」は，分量の 推移や そ の 扱われ方か ら

本誌 の 構成 の 核を果 た して きた とい える．そ こ に 誌 の

盛衰を語る バ ロ メ ータ ーをみ る こ とが で きる とい え る ，

　 3．JDM の 内容構成 と情報

　JDM の 記事内容は極め て 多岐 にわた るが，そ の 構

成 を 記事の 見出 しか ら い くつ か の ま と ま りに 分類 して

み た．広告 ANVONCES や 訃PtR　NECROLOGIE の 告知

等を 「A 告知広告」 とし， コ ラ ム CHRONI （］UE と通

信 CORRESPONDAIVCE に前章で 時評 と した 「モ ード」

を併せ て 「B 時評」．サ ロ ン の 模様や舞踏会，杜交行

事と呼べ る恒例の パ レードの レ ポート等を 「C 社交界 ・

催事」．政治内容や礼儀作法，慣習 に 関 す る内容 を 「

D 社会問題 ・生活」．舞台評や 観劇 レ ポ ー
ト，芸術家

に つ い て の 内容を 「E 舞台芸術」．リ テ ラ チ ュ
ール Li

TTER ，4TURE や詩等 を 「F 文芸」．こ れ 以外 を 「G そ

の 他」と した （表 3，図 4），

　時評に属する 「モ ー ド」「コ ラ ム」「通信」 に つ い て

はそれぞれ継続 的 に掲載され て お り，巷の様 々 な流行

が 記さ れ て い る ，そ れ は 舞踏会 の 様子で あ っ た り劇場

や庭園の様子で あ っ た りする，また，ロ ーブ の 色や 装

飾 と，時 に そ の 素材や 帽子，髪型 を も話題 に 取 りあ げ

て い る．

　社交界の 分野 に は ，舞踏会やサ ロ ン ，コ ン サ
ー

トに

つ い て の トピ ッ ク をあげる こ とが で きる ．こ こ で は舞

踏 会に 出席 した 貴婦 人や招 待客 の 装 い に つ い て ，特 に

目立 っ た装い の様子や解説が詳し くなされて い る．催

事の 分野 で は，ロ ン シ ャ ン の 散策が あげら れ る ．ロ ン

シ ャ ン 散策の 経緯に つ い て は 『タブ ロ ー ・ド・パ リ」

に ，ク ラ ラ会修道院 へ の 巡礼行 に始 まる との説明が あ

る
7 ：

が ， 他 の 資料に は 「ロ ン シ ャ ン の 散策は社交シー

1834

1835

1836

Is37

■圈圜 広 告告知

〔玉f 時評

匿璽 ヨ 鮫 界 催 事

［亘コ trft問題・生活

匚豆 ］ 舞 台芸術

［工 ］ 文 芸

匿鏨薹］ そ の 他

O％　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1eo％

図 4 ，1834 年か ら 1837 年の 内容構成 の 内訳 と 配分

ズ ン （12 月か ら復活祭 まで ） の 終わ りを告げる社交

行 事であ り，新 しい モ
ー

ドの 大 パ レー
ドともな っ て い

た 」
s ／

と説明 され て い る．こ れ に関する記事が毎年 4

月に掲載され，同時期に ロ ン シ ャ ン で の装 い を描い た

フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー

トが添えられ て い る，こ の 催 しは

当時の 大 きな ニ ュ
ース で あ っ た と考 え ら れ る ．1830

年 と 1834年の ロ ン シ ャ ン 散策に み られ た装 い に つ い

て は 図 5 に 示す．1830年の プ レ ー トに は ，メ ゾ ン
・

ラ ヴ ィ
ー

ニ ュ の 刺繍 の 人 っ たモ ス リン の ロ ーブ，チ ュ
ー

ル の 飾 り襟．ベ ル リ ン シ ル ク の ロ ーブ ，チ ュ
ール の カ

ン ズー，メ ゾ ン ・ボ
ー

ヴ ェ の プ ロ ン ドレ
ー

ス とリボ ン

飾 りの 帽子，チ ュ
ー

ル の シ ュ ミゼ ッ ト と紹介さ れ て い

る ．4 年後 の 1834年 の そ れ に は ，シ ル ク の ロ
ーブ ，

ブ ロ ン ド レース の シ ョ
ール．フ ラ ン ス シ ル クの 帽子 に

土 房飾 りの つ い た毛織物 の ル ダ ン ゴ ト．フ ラ ン ス シ ル

ク の ロ ーブ に タータ ン チ ェ ッ ク の シ ョ
ー

ル 等が紹介さ

れ て い る．1830年はチ ュ
ー

ル が ロ
ー

ブ，ブ ラ ウ ス ，

カ ン ズー
，袖，襟等に 多用 され て い る の に対 し，1834

年に は フ ラ ン ス シ ル ク が用い られ て い る ，機械化が進

ん だ 1830 年 頃 に は レ
ー

ス は 衣装 に 多用 され，1834年

に は フ ラ ン ス シ ル ク が織機の 開発
9 ／

に よ り，そ れ まで

の 衰退 か ら復興 に転 じた兆 しがあ らわ れ て い る 。

　舞台芸術に関する分類 にあが っ た トピ ッ クに 「テ ア

トル 」 があ る．こ れ は 1835年初期 まで 掲載 され て い

る．その 後は 「レヴュ
ー ・ドラマ チ ッ ク」として掲載

され ，更 に 1835 年後半 か らは 「レ ヴ ュ
ー ・デ ・テ ァ

トル 」に 替わ っ て掲載 されて い る．当時，オ ペ ラ座 や

イ タ リア座の ボ ッ ク ス 席では観劇 の 名目で 社交界の 人

間模様が 繰 り広げられて い た．本誌 に は 「ボ ッ クス 席

（801｝ 33
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　　　　　　　　　　 図 5．ロ ン シ ャ ン 散策の 衣装

の 2〜3 列 目 か ら は 羽飾 りや 花飾 りに レ
ー

ス を通 して

しか 舞台は 見えない 1’とか，「席を融通 して くれ る 美

し い 女性 は い な い もの か 」
1“

等，劇場で の 美 しい 女性

や衣装 を彷彿とさせ る モ ー ド誌ら しい 記事が み られ る．

舞台に 関す る記事は モ
ー

ド誌の 構成 トピ ッ ク と して 重

要 な もの で あ る と考えら れ る ．

　社会，牛活様態に 挙げた トピ ッ クで は ，競馬や菓巻

に つ い て や ，「パ リ ジ ェ ン ヌ の 習慣 1，［現代 の 消灯時

間」 と い っ た 当時の 生活の あ りさまが記 され て い る ．

当時，競馬場が ヒ層 階級 の 社交場 で あ っ た こ とは ，

「競馬 にふ け る こ と は エ レ ガ ン トな男性が なす こ との

一つ 」
II

とあ る こ とか らも窺え る．競馬場で の 装 い に

つ い て 「近頃 の 競馬場 で は ，ゴ ーズあ る い はナポ リ シ

ル ク の キ ャ ポ ッ ト帽の 多 くは麦藁 を編 ん だ 装 飾が な さ

れ て い る．」
［
1

とか，「最近 の シ ャ ン ・ド ・マ ル ス の 競

馬場 で は ．馬に 乗 っ た ご婦人が空色 の カ シ ミヤ の ロ ー

ブ を身に 着け て い た」
i”rロ ーブ は と て も短 くパ ン タ ロ

ン が 見え，そ の ト部に は刺繍が装飾され て い る．そ し

て黒色の ビ ロ ー ドの 編 み ヒげ靴 を履 い て い た ．」
1tl

とあ

る．こ の ように，男性だけで なく女性 もまた競馬に か

か わ っ て い た こ とが わか る．それ らか ら当時 の 興味 や

関心事，そ の ラ イフ シ ー
ン を窺い 知る こ とが で き る ．

　4 ．モ ード誌に お け る メ デ ィ ア 機 能

　 フ ァ ッ シ ョ ン プ レ
ー トを 掲 載す る モ

ー
ド詁が ，当時

の 読者に 向け て 彼ら が 必要 とす る情報を どの よ うに伝

え た の か ，情報 メ デ ィ ア と して の その 役割 を 1830年

代の JDM か ら拾 っ て み た．

　モ
ー ド誌の 読者は E層階層者 で あ り本誌 も例外で は

な い ，本誌の 当初 の 発行 部数は 800程度 とす る資料 も

あ り
L’
，当時 と して は

’iこ均的 な数 で あ っ た と推察さ れ

る ，表紙部分に は 「料金 は 3 ヶ 月 g フ ラ ン ，6 ケ 月 18

フ ラ ン ，1 年 36 フ ラ ン ，初め 3 ヶ 月は 50 サ ン チ ーム

増 し」 との購読料に つ い て の 案 内 が あ る．ラ イ バ ル 誌

と 目される 『ラ ・モ ー
ド』 も 1 年分の 編集雑誌 の 値段

は 36 フ ラ ン で あ り
b

，当時 の 代表的な 2 誌が 比 較的

安価な値で 販売され て い た こ と が 分か る ．本誌の 美 し

い フ ァ ッ シ ョ ン プ レートは絵 に 描 い た餅 で は な く，消

費者が それ を手に 入れ，身 に着 け て 生活の 中で 生 かせ

る よ う に 工 夫 さ れ て い る．フ ァ ソ シ ョ ン プ レ
ー トに 描

か れ た それ ら を読者が手 に 入れ た い とする．そ の購買

意欲 を駆 り皀て ，そ れ を手に するため の 方法に つ い て

具体的に記す．本誌の編集はそれ ら に 力点が お か れ て

い る．特に 1835年 の 前半に は，ほ ぼ毎号の ように ギ ャ

ル リ
ー

や パ サ
ージ ュ に登場 した数々 の 流行品店 と そ の

商品情報が 「レ ヴ ュ
ー ・ド ・マ ガ ザ ン 」に掲載され て

34 1802：1
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表 4．主 な流行品店と広告商品点数 （資料は 1833〜ユ835の Cestumes　Parisiens）
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い る．フ ァ ッ シ ョ ン プ レー
トの キ ャ プ シ ョ ン に は，衣

装 は もちろ ん 小物 や結髪 に 至 るまで ，どの 店の 誰の 手

に よ る もの か が 記 さ れ て い る （表 4）．

　名の 挙が っ た流行品店 の
一

つ に メ ゾ ン ・ガ ジ ュ ラ ン

が あ る．「最新 の ，最 も優雅 な フ t ル ム ，最 も高価 な

布地すべ て をメ ゾ ン ・ガ ジ ュ ラ ン が
…
手に引 き受け，

莫大な利益 を上げて い た ，」
1’1，

とある，「メ ゾ ン ・ガ ジ ュ

ラ ン か ら売 り出 されたオ
ー

ガ ン デ ィ
ー

の ドレ ス は贅沢

こ の 上 な く，か つ ，今 ど きの 簡素 さに もマ ッ チ して い

る」
16／

と の 記述や 「最新号で 既 に ふ れ た こ れ ら の マ ン

トは メ ゾ ン ・ガ ジ ュ ラ ン で特別 に仕立 て 上 げら れ て い

る」
IT）

等，こ の 店の 商品に つ い て の 記述例が多い ．フ ァ ッ

シ ョ ン プ レート No．3060や No．3223 （図 6）は ，そ の

メ ゾ ン ・ガ ジ ュ ラ ン の 衣 装例 で あ る ．「絹や 光沢の 輝

く生地を見る前に ，メ ゾ ン ・ガ ジ ュ ラ ン に集 まる ギ ャ

ラ リーの 人の 多さ に 驚か され る」
IS．

との 記述が 後の

1846年の 「ル ・ク レール 」の 「モ ー
ド通信」 にある

が ，そ の 頃 もな お 盛 況 で あ っ た こ とが 窺え る．素材 や

新規性の価値に加えて，メ ゾ ン の ネーム ヴ ァ リュ
ー

と

い う付加価値が 商品 に付帯 さ れ る ．そ れ が モ
ー

ド誌 を

介 して 成されて い る とい える．

　 JDM に お ける 「告知広告」 の 掲載分量 に つ い て は

年次 的 な 変化 が み ら れ る ．中 で も広 告 の 掲載が 1837

年の 後半か ら著 しく増加 し，1頁を埋 め る ほ どに な っ

て い る ．主 な内容 と して は 商 店の 商 品紹介で あ る ．

1839年 に創刊 された 「ラ ・シ ル フ ィ
ー ド』 にお い て

は ，ゲ ラ ン 社 の 香水 を滲 み こ ませ た，香る モ ード誌 で

あ っ た とい う
19〕2°．．1830年代後半頃の モ ー

ド誌にお い

て は企業 との 協力関係な しに は刊行 しが た い 状況で あ っ

た と推察で きる．つ まり，当時の 雑誌メ デ ィ アが企 業

をス ポ ン サ
ーと す る，或 い は また，企業 とタイ ア ッ プ

して刊行が 成され る とい う，新 しい 段階 に 入 っ た と解

する こ とが で きる．

　し か し，企 業 との 関係 を密 に する．一．・
方で ，1838 年

11 月以降 は 発 行 日が乱 れ ，通常 6 回刊行 される と こ

ろ，この 月は 3回 しか刊行されない等，刊行状況に変

化がみ られる．本誌の 大 きな魅力の
．一

つ で ある フ ァ ッ

シ ョ ン プ レ
ー

トに つ い て は，他誌で 既 に 紹介され た も

の が 挿入 され て い る の が 目に付 く．こ の 頃に は 1830

年代前半 の リ ア ル タ イ ム の ニ ュ
ース の提供 に 比 して ，

（803） 35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

脚 ・　 ・　 　 、〆：

蘰

冂 本 家 政 学 会 誌 　Vd ．56　No．　ll （20es）

蘓
轟

鼠
瀚

難
攤

騨’
囁t．t動　

ヒv r
’　・，’劬 ，、〆房 か 、〃ttt

無

、
蜜耐 轗

　
廊

プ

∵ 蕩競1冫顔
「「
ヅ ：濃 ジ

 謙 編 瀟

　 　 　 　 　 tt　　　t／tttt・e．．　ttt，　じいヒリ
li…　　　　 舗 恥・

　　　　　　　 譲

Costumes 　Parisiens　No．3060 （1833 ）　　　　　 Costumes 　Parisiens　No ．3223 （1834）

　　　甲南女子 大 学図 書館 蔵　　　　　　　　　　　　甲南 女子 大 学 図 書館 蔵

　　　　　　　　　 図 6．メ ゾ ン ・ガジ ュ ラ ン の 衣装

そ の 機能は失わ れ つ つ あ っ た とい え る．また ，1820

年代か ら 1830 年代半ば に おい て はラ ン テ が JDM フ ァ ッ

シ ョ ン プ レートの看板画家で あるが ，彼に 代 わ る プ レー

ト画家ガ ヴ ァ ル ニ が 登場 し，「ラ ・モ ー ド』に お い て

よ り活 躍 を見せ は じめ た こ と
」』
．時を同 じくして 数 々

の モ
ー

ド誌の 創刊，斬新 な趣 向を取 り入 れ た 『ラ ・シ

ル フ ィ
ー

ド1 が 登場 す る 等，こ れ ら が 重 な る 状況 卜
．
で

は本誌が 終刊 に追 い 込 まれ ざるを得なか っ た の は 当然

の こ とか と推察す る．

　 い ま，消費者に 向け て情報配信は多彩 な 方法 で 繰 り

ひ ろ げ られ て い る ．写 真技術 もなく大景発行の で きな

い 1830年代 の モ ー
ド誌に お い て ，どの ような ［1夫が

な さ れ て い た の か，そ の 編集努 力 を知 る こ と が で きた ．

とりわけ 183〔｝年代 後半 にお け る ，消費者 の ニ
ーズ を

意識し 企 業を取 り込ん だ，そ の 編集 に は，現代 の 情報

メ デ ィ ア 杜会の 萌芽 を見る こ と が で きる ．

　5．結　　語

　長 期 刊 行 に 至 っ た 数誌 の モ ー ド誌の
一
つ で あ る

JDM の 1830年代に おける情報発信の よ うす を，そ の

内容お よび編 集の 特徴等か ら検討 した ．内容は 「告知

広 告」「時評」 「社交界
・催事」等，8 つ に 分類 し，編

集の特 色を調べ た，結果，本誌 の 誌 面全体の 35％前

後が時評に 充 て られ て お り，そ の 割合は他の 分類項 目

と比 べ て最 も高い もの で あ っ た．また，本誌 の 時評欄

と捉えた 「モ
ー

ド」は創刊当初か ら連載 され て お り，

巷で の 新 しい 出来事が 載せ られ て い た．そ の 編 集 の あ

り方か ら は，それが本誌編集 の 要 と な っ て い た こ とが

窺えた．JDM が モ デ ル と い わ れ る 『ヴ ォ ル
ー

ル 』や

「ラ ・シ ル フ ィ
ード』等に お い て も 「モ

ー
ド」 に通 じ

る情報 を綴 っ た時評欄があ り，当時の モ ー ド誌に おけ

る 時評 の 重要性が 捉え られた，

　本誌に掲載 され る ロ ン シ ャ ン 散策や 競馬通 い ，劇場

通 い とい っ た トピ ッ ク で は，その 場の装 い や人間模様

が記 され，当時の 生活 の
一一・

端を知る こ とが で きた ．流

行品店と商品 に つ い て の 詳細な情報記載は，読者の ニ
ー

ズ に 即 して ，そ の 生 活の 中 に 生 かせ る よ うに 編集 さ れ

て い た．こ の ような情報 は フ ァ ッ シ ョ ン プ レートの キ ャ

プ シ ョ ン の 他 ，「レ ヴ ュ
ー ・ド ・マ ガ ザ ン 」や 「モ

ー

ド 1で 多様に 発信され て い た．モ
ー

ド誌を介して ，メ

ゾ ン の ネ
ー

ム ヴ ァ リ ュ
ーとい う商品へ の新たな価値 が

生 まれ，また
一

方で ，読者の 購買 意欲 を駆 り立て て
一

層の消費社会 の 促進 が成され た とい え る ．

　 本誌 の 1837年後半に は 広告に
一
頁を充 て る等 ，

企

業 ス ポ ン サ
ー

を擁する，或 い は タ イ ア ッ プで 刊行がな

され る とい う，当時 の 雑誌メ デ ィ ア が歩み 出 した新 し

36 （804）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

1830年代 に お け る Journal　des　Dames 　et　des　Modes の 編 集 と メ デ ィ ア 機能

い 方向 を 本誌 は 示 して い た ，19 世紀モ ー ド誌の 代表

として ，そ の ス タ イ ル が諸誌の モ デ ル とされ た JDM
は ，そ の 編集にお い て時代 の 流れ とともに変化 を余儀

な く さ れ た ．読者で あ る消費者に対 し，彼 ら の 欲 求を

刺激 し表 現 させ る た め の 手立 て を，企業 と の 間 に 立 っ

て提示す る とい っ た メ デ ィ ア機能を果た して い た．当

に い ま に 繋が るす がたを示 唆す る もの で あ る と 解 した．

　　　　　　　　 引　用 　文 　献

1） lll田 登 壯 子 ：「メ デ ィ ア 都市パ リ』，青 i．社，東京，63
　 （199D
2）大澤香奈子，

．
木岡悦子 ：1830 年代 初 頭 の フ ァ ッ シ ョ

　 ン プ レ
ー

トに み る 女性像 と服飾表現，家政誌，53 ，

　 581−59．　2　（20〔｝2｝

3） 伊藤幸次 ：『バ ル ザ ソ ク とそ の 時代』，渡辺 出版，東京，
　 159　（2004）
4）Martin・Fugier，　A ．（前田祝

．
監訳）：「優雅 な 生 活』．

　 新 評 論 ．東 京 ，464 〔2001）
5） Joumal 　Des　I）ames 　 et　des　Modes ，1836 年 30号，235

　 「エ レ ガ ン トな男性 と流行に の る男性の 対比」Paratlble

　 entre 　l’homme 　etegani　et　l’homme 　a　ta　mode ，，バ ル ザ ッ

　 ク の サ イン が あ る．
6）　ノθ urnat 　Des　Dames 　et　des　Modes ，　1836 年 38　Pf，　301

　　「ブ ドワ
ール の イ ン テ リア 」L　’INTERIEUR 　I）’U！V　BOU −

　 DOIR，バ ル ザ ッ ク の サイン があ る．
7） de　Bertier　de　Sauvigny ，　G．（鹿島　茂訳 ）：「タ ブ ロ ー・

　　ド ・パ リ』．新評 論，東京，16  （1984）
8〕 Martin−Fugier，　A ．（前 田 祝

一
監訳〉： 「優雅 な生 活』，

　　新 評 論 ，東京，417 〔2001）
9）辻 ます み ： 『ヨ

ーロ ッ パ の テ キ ス タ イル 史』，岩崎美

　　術 社 ，東 京，64−65 （1996）

10〕 Journat　Des　l）ames 　 et　des　Modes ，1831 年 23 号，178

11：IJvumat 　Des 　1）ames 　 et　des　Modes ，1830 年 50 号，400

12）ノで川 厂nal 　Des　Dames 　 et　des　Modes ，1830年 51号，408
13） 甲南女了

・
大学図書館報，NQ　10，6q995 ＞

14｝ 伊東冬美 ：「ジ ラ ル ダ ン 夫 人 の 生 涯一
フ ラ ン ス ・ロ マ

　　 ン 派 の ミ ュ
ーズ』，テ ィ ビ

ー
エ ス ・ブ リ タ ニ カ．東 京，

　 　83　（1990〕
15）Jc丿u 厂nat 　1）es　Dumes 　et　des　Modes ，1832年 39号，310
16）Journal　Des　Dames 　et　des　Modes ，1832 年 5工 HI．，406

17）ノou 厂nal 　Des　Dame ．y　et 　des　Modes ，1832年 58 号，463

18）Le 　Clerc，1846 年 1 月 15 日 号，「モ
ー

ド通 信」

19） Martin −Fugier，　 A ．（前 田 祝
一．

監訳）：『優雅 な生 活』，

　　新評論，東京，409 （2001）
2  ） Barzilay，　 A．：Au　 Paradis　des　Dames ，　 Paris−Mus6es，
　　Paris，　57　〔1992）

21） 伊藤幸次 ：『バ ル ザ ッ ク とそ の 時代』，渡辺 出 版，東京．

　　163−165　〔2004）

「：805） 37

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


